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本日は　第２６８１回　例会

定時総会
№ 2530　９月２日(木)

プログラム

次週以降の予定

９月23日(木) 休会(法定休日)

９月９日(木) ゲスト卓話

ゲスト卓話９月16日(木)

野球同好会　渡辺　浩司会員
　９月10日、11日野球大会があります。それに
向けて赤平RCと練習試合をしましたが惨敗でし
た。第２戦目を８月30日に滝川市営球場で６時
よりありますで応援を宜しくお願いします。
谷口　正樹会員
　私５月からNPO法人空知文化工房の理事長を
やっております。西村幹事も副理事長として頑
張っております。９月８日野村克也さんの講演
会を企画しました。しかしチケットの売れが良
くなく、非常に苦戦をしております。ロータリー
の皆様の友情に期待をいたしております。

【新世代活動推進委員会担当例会】

先週のプログラム

【ゲスト卓話】

年度は地区のガバナーに就任されます。

　本日午後３時より塩尻会員のお母
様の本葬儀が三浦華園であります。
理事・役員の方のお手伝いを宜しく
お願いします。約10名のロータリアン
で帳場をやりますので、手伝える方

は宜しくお願いします。また、６時より指名
委員会があります。指名委員の皆様はご出席
をお願いします。

猪股　浩徳新世代活動推進委員長
　本日の講師は細川様でございます
が、地区でも長く新世代委員長をさ
れておりましたし、ガバナーノミニー
でございます。長いロータリー経験

を是非新世代の活動についてお話をいただき、
ロータリークラブ新世代の活動のきっかけと
なればと思います。

深澤　和範新世代活動推進副委員長
　本日卓話をしていただく細川好弘
様は2004年から３年間地区新世代委
員長で本年度はガバナーノミニーで
次年度はガバナーエレクト、その次の

１.前年度渡邉ガバナーの最終月信
が届いております。
２.秋の交通安全運動街頭啓発の参
加依頼があります。９月21日火曜日
朝７時50分から。

３.来週９月２日第９回の定例理事会がありま
す。11月担当例会をお持ちの委員長さんは例
会実施計画書をご提出下さい。
４.旅行同好会から案内が配られていると思い
ます。来週参加締め切りですので、お目を通
していただき多くの参加を宜しくとの事です。

ガバナーノミニー　細川　好弘様
　皆さんこんにちは。滝川に何度か
お邪魔をさせていただいております。
林市長さんがいらった頃何度か花町
にお邪魔をしました。最近では法人

会の大会、昨年は地区大会でおもてなしをい
ただきました。ただいま新世代委員会のこと
でと紹介をいただきましたが、滝川クラブさ
んのいろいろな活動を拝見させていただくと
静内クラブより素晴らしい青少年活動をして
いただいていると思っております。新世代に
ついて静内クラブが関わってきたことをお話
させていただきたいと思います。50年以上の
素晴らしい奉仕活動の実績をもっている滝川
クラブさんの例会にプログラムを作っていた
だき恐縮しております。特に渡邉ガバナー年
度に素晴らしい運営をされました。心より敬
意を表したいと思います。いろいろなロータ
リアンとお話をしますが、本当に滝川クラブ
の年次大会は素晴らしかったとよく耳にします。
渡邉PGと私は同業の仲であります。私は看板
屋の職人ですがPGはその指導者でございます。
今後とも宜しくお願いいたします。
　静内クラブは滝川クラブより10年あとで71
年創立。地区内では46番目。スタートは30名
でした。それがスタートいきなりオーストラ
リアから受入派遣をしました。大変な苦労と
戸惑いがあったと聞いております。その翌年
に入会をしました。それから38年になりますが、
そのうちの12年くらいは青少年、インターア
クト、新世代関係に所属をしておりまして、
どちらかというとロータリアンより学生達に
社会奉仕の事を学ばせてもらった事が多かっ
たのかなと今思います。静内クラブと青少年の



渡邉　恭久会員
細川好弘ガバナーノミニーを例会に迎えて、
ご苦労様でした。
佐藤　佳朗会員
細川好弘ガバナーノミニーをお迎えしての例会、
有り難うございました。
柳　　清二会員
歯科医学会より感謝をいただいて。
深澤　和範会員
｢ガバナー月信｣全13号の発行を無事に終えて。
中島健編集長ご苦労様でした。
松原　　章会員
秋の例大祭にて、厄年会会長としての大雨の中、
無事、神輿渡御を終えて。
山根　英治会員
生憎の雨でしたが、メンバー多数の参加を頂
き無事秋祭りを終える事が出来ました。誠に
有り難うございました。
戸井　康堯会員
創立記念卓話を終えて。
猪股　浩徳会員
担当例会を無事終えて。

謝辞関わりは、ボーイスカウトも活発であったた
め創立５周年記念に滝川の江陵中ブラスバン
ド(当時全道一だったと思います)にきて頂き、
地元の小中学生、高校生に聞いていただいた
こともございます。翌年は全国一の天理高校
ブラスバンドを呼んで聞いてもらった事もご
ざいます。この様な活動は青少年健全育成に
関わるプログラムでずっと続けるべきだ…と、
そんな雰囲気がクラブの中に盛り上がったの
です。その後文部省の所管である財団法人修
養団の活動を静内クラブの活動に組み入れて
行事を行う事があり、静内クラブが青少年育
成を行うスタートとなりました。修養団の創
立者は蓮沼門三さんで東京学芸大学の学生時
代に創立された団体です。この団体の創立１
年後がシカゴでのロータリーの誕生の年です。
この蓮沼氏は苦学の末の留学であったと聞い
ております。シカゴの社会の乱れと同じよう
に教育者を志す学生が寄宿舎も校風も乱れ大
荒れの状況であったようです。天下を動かす
者は、自分で動かなければと廊下の拭き掃除
や便所掃除を始めたそうです。陰口をたたか
れるため皆が寝静まったあと、早朝に掃除を
したそうです。寒い冬剣道の稽古のせいで血
だらけとなった手で蓮沼氏はいつもと同じよ
うに雑巾がけをしていると、真っ先に妨害を
していた生徒が通り｢蓮沼君悪かった。俺にも
手伝わせてくれ｣と言って一人の共鳴者から輪
が広がりその同士たちが集まり大きくなった
結果が修養団の原点です。この実話はNHKで放
送されておりました。修養団の事業は全国各
地で健全な小学生、障害を持った子どもたち
のキャンプ、海外から恵まれない子どもたち
との交流活動など社会教育事業を展開してお
ります。たまたまこの研修生として静内クラ
ブの初代会長が体験をしていました。北海道
少年少女キャンプを開催しようという発想か
ら静内クラブの青少年奉仕プログラムの目玉
として15年ほど続けた経緯がございます。続
けているうちに交流が深まりロータリーの会員、
家族、地域の学校の先生OBにも協力していた
だき、小中学生の面倒は高校生にみてもらおう。
そのために高校生のリーダー研修を修養団に
お願いをする。高校生リーダーと静内クラブ
と友好関係が深まってきてインターアクトク
ラブ創立に向けた作業が進められました。
ー(中略)ー
　渡邉ガバナー年度にソラプチキッズキャン
プの支援の輪が地区外にまで広がれられたと
いう実績、これは渡邉PG及び滝川クラブの熱
意そのものであります。心から敬意を表した
いと思います。誰かの役に立つ、そういう行
動が取れる人がリーダーシップであると思い
ますが、渡邉PGが正にそういう方であると思
います。滝川クラブがその体験を今後ともさ
らに拡大される事をご祈念いたします。

佐藤会長
　細川様は平成19年広告美術で卓越
技能賞をいただいております。全国
で２名の受賞です。また、私の屋外
広告史｢零からのみちのり｣という冊

子をだしております。その中のあとがきにこ
う書いてあります。小学校の頃母親に貴方は
絵文字がうまいと褒められた事が現在の道の
りに引き出してくれた原点にある。よく年を
とってから顔にその人の生き方が刻み込まれ
ていると言われますが、誰がなんと言おうと
この顔はひとつしかありません。看板職人を
生業とした自分の顔との付き合いは今日から
明日への命の支えであります。石原裕次郎の｢わ
が人生に悔いはなし｣を唄える人生の道のりを
歩みたいものです。細川様ガバナーになる身
です。どうぞお体に留意されて下さい。どう
も有難うございました。


